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2000年･8月10日発行　第148号　より

｢なんれん　イエローノートJは､部会e支細役員への決定､お知らせ､連綿､汀指技

のために発行されています｡その中に､ fT?J 27回全道集会の様子を知らせた新悶記平が

ありましたので､転機します｡

〔2000年8月Li日　北海道新関　函館〕

市民の参加呼び掛け　-あすから難病適の全道大会一

雄病述(本部･札幌)は､ 5･6日の両日､函館でr第27回発病患者･陣富者と家族

の全道集会｣を開くD函館での開催は1984年に続き2回目｡購病患者や障害者とその

.  . . ､川∴‥ ..-''‥一一∴∵∴--･.-　●

との交流や専門医の講演に市民も集まって｣と呼び掛ている｡レセプションは5　日午

後6時半から函館市大手町の函館国際ホテルでo函館市日乃出町の地域共同作業所｢海

星｣のYOSACOIソ-ランチーム｢昔舞｣の折り､函館の市民歌舞団｢こぶし座｣によ

る｢江差餅つきはやしで奉加者を歓迎するo　分科会は(別表のとおり) - (略) I

6日午前9時から同11時半まで､函婚前総合福祉センター､函館館勤労者総合福祉セ

ンター､道教育大函緯分校の3会場で開かれるo

全体集会では同日午後零時半から､市総合福祉センターで､函館のタウン症児丑の

ハンドベル演葵､患者と家族の体験発表などが予定されているo

〔2000年8月7日　函館新関の記譜〕

難病連全道集会開く　-患者･家族ら　附病-スクラム一一

第27回r洋病患者･桁富者と家族の全道集会｣ (北海道難病連主催)は6日全体会

と分科会を開き､患者が安心して生活できる社会つくりや疾病ごとの課題などについ

て具体的に話し合った｡

地元開催は16年ぶり2回凱患者とその家族､関係者の合わせて約800人が･-Jikに

会し､分村会の一般参加者などを加えると1000人を超す集会となったo午後肴時半か

らの全体会(市総合福祉センター)は小鳩会函館分会楽サークルによるハンドベル演

奏で開,詔;.道難病連の佐藤秀臣函館支部長と小田陸代表理事が｢生きる勇気のもてる

有意義な集会に｣とあいさつし､媒病対策推進のため全国をマラソンで回った沢木和

雄さんとスタッフに感謝状を贈った｡

引さ続きパーキンソン病患者と胆原病患者の家族が体験発表し､来賓亨の井上柑司IrF

長らが祝辞を述べ7こあと､ともに支え合うことを誓った粂会アッピールを採択した｡

また､午前中の分科会では､ 26団体がそれぞれ試演会や交流会を適して病気と闘う気

持ちを新たにしていたC
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｢冨M回　せ歯儀≡蔭察机　に昏如

雑貨　　成　EEJ ,･芸i:千

十JjJ;'A劫医協病院(院長　浅沼日章占守　氏) -j三位の｢第11回十勝怨Lit:まつり｣は､ 9月

17日(別伝柑)午前10時から午校2時まで､十戯効医?,,7,ケアセンター白樺(花二広市白

樺16条西2丁目)で開催されましたo

三:Yき病達十麟支部では､昨年に引き続きリサイクルバザーをしましたo FT用品や衣類

など詳細TFfitいたur].,々の中から買っていただけそうな物を出店しましたo　当日は‥糊か

ら天候が心配でしたが､途中で2--3回､雨がばらつき､その度に展示品をテントの中

●　に入れたり大変でしたo当日の手伝い臥役員を中心に7名の人が伽､てくれました｡

似たような店が沢山出されていましたので､そんなにお客さんが多くはありませんで

した｡ I)taり子の方が多くて､とても賑やかに楽しくできました.

ステージは､大尉スーパーバンド､試験､バトントワラーズ､鹿甜りなど､とても

盛大でしたo

その他に､午

前に1回､午

校にも1回､

ビンゴゲー

ムがあり､と

ても空しい

一一日でした｡

●　- .

無料1iE'康相

談や､献血コ
ーナー､血圧

体脂肪率測

定､体力測定､
5iL-- -'一幣頚髄一章

安全運転溶性検査がありました｡その他､パネル展示など､健康に関して内容豊富な

松任まつりでしたo

わが､菜臣病達十脇の､リサイクル店の売上げは､ 15,000円でした｡清勅i''i金に繰

入させていただきます｡いろいろな品物を寄贈して下さった皆様､有り灘うございま

したまた､お手伝いの皆様ご苦労さまでした｡
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元気になる　患者･家族交流会

リウマチ部会　田　中　弘　子

10月11日､帯広保健所池田支所の患者･家族交流会が豊頃町保健センターで開かれ

ました｡患者･家族は8名､保健所と町の保健婦さん4名が集まり､難病連十勝支部

からは山崎支部長と私が参加しました｡

保健所の池田支所の副支所長　大屋　某氏の開会の挨拶のあと､ r詐演と実技Jとい

うことで交流が持たれました｡協立病院リハビリテーション科の科長　理学便法士森

茂樹氏のリードで､ゲームをしました(森先生は､堅苦しい｢講演｣は､省略してす

ぐ､ゲームをしましょうo　と､おっしゃっていました)ゲームは､ ｢肩たたき｣ ｢ビン

ゴ｣ ｢ゼスチャー｣と楽しく進んでいきました｡

童謡の｢うらしまたろう｣や｢うさぎとかめ｣を､みんなで歌いながら､両隣の入府

を交互にたたくゲームは､テンポを遠くしたり､ 2柏で手を代えたりすると､なかなか

調子よく出来なくなり､頭と体の丁度よいリハビリ一になりました｡ゲームが進むと､

だんだん雰囲気も和らぎ､うたごえも大きくなりました｡ビンゴゲームは､ 2チームに

分かれて動物の名前などの表をつくり､両方がマッチングすると｢ビンゴ｣と言うこ

とで遊びました｡また､風船バレーや､ゼスチャーなど､だれでも知っていて､すぐ

楽しめるゲームを実技指導して下さいました｡

ほどよく心身がほぐれこところで､それぞれが過ごしている日常について､本人が話

したい範囲で､お話してもらい交流しました｡私たち､難病連関係者の他は､同じ町

内で､既に顔馴染みのようすで､このような機会をもつことを楽しみにしているよう

すがよくわかりました｡明るい広い部屋で､若い保健婦さんや､理学療法士の先生に

世話をしてもらって楽しく交流し､ ｢集まるって　元気が出るね｣と豊頃町茂岩を後に

しましたo
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き義塾襲藩
し:)餌唱道蜘(フ
9月10日とかちプラザ1階レストラン｢パタータ｣にて開催されました

患者･家族･役員等23名が参加して､食事をしながら､お互いの病

気のことなどを話しながら楽しい一時を過ごしました｡

E/)葺琵娼蔚EB副職回缶=蘭払瀧(I)

恒例の街頭署名活動は､ 10月14日(日)藤丸でパート前の広場

で実施しました｡役員を中心に9名が参加しました｡午前10時から

正午までの2時間で1 13筆の署名をいただきました｡

又､募金は5,361円｡ご協力くださいました方々に､ JLからお礼申し

上げます｡役員のみんさんも有難うございました｡

二ノ鎗藍周蔚g)㊥屈宛'J
毎年行っております､お正月飾りの販売､部会に還元金がありま

すので取り組んでください｡

注文締め切りは12月4日まてです｡

支部で取りまとて発注しますので､支部事務所に注文してください｡

･【､ノ軍冨晶◎』cjQ㈲◎禽屈恥.こ)

ご家庭で眠っている､家庭雑貨の不要品がありましたら､支部事

務所までご連絡下さい｡

リサイクル晶を販売し､支部の活動資金の一部にさせて頂きます｡
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健康診断随時受付致じておりま宣

大正クリニック
■ 〒089-1241帯広市大正本町283番地3

TEL(0155) 63-3001

いのちの木クリニック
帯広市空港南町南10線44番地

TEL: 01 55-49-3622
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